
1011

　高嶺まちなみ整備事業完成式が，2月２８日（金）

事業で整備された駐車場で，関係者約１２０人が

参加し開催されました。

　式では，町長式辞，事業経過報告の後，高嶺ま

ちなみ整備事業推進委員長の高嶺忠志さんに感謝

状の贈呈が行われました。また，アトラクション

として鶴田小学校児童と櫃ヶ迫棒踊り保存会の皆

さんによる棒踊りが披露され，式に花を添えまし

た。

　この事業は，神子橋の架け替えに伴い県道鶴田

定之段線の改良，川内川右岸左岸の改修，まちな

み整備など，国，県，町の３者で平成９年度から

事業を行い本年度事業が完了しました。総事業費

は，２６億８１００万円です。�

　地域イントラネット整備事業の火入れ式が，３月１２日

（水）役場で行われました。式では，「このシステムを生

かせるように努力したい。」と町長のあいさつの後，事業

概要等の報告，テープカットが行われました。その後，実

際に公衆端末を操作し完成を祝いました。

　この事業は，役場庁舎内に情報センターを整備し，役場，

公民館，小中学校，郵便局，さつま農協支所等を光ファイ

バーケーブルで結び，１２ヶ所に設置した公衆端末でイン

ターネットを通じて自由に情報を得ることができます。ま

た，このシステムを使用して，農作物，観光，行政情報の

提供や，公共施設の予約，図書館の蔵書の検索や貸し出し

の申し込みなども利用できます。総事業費は１億２２８５

万円です。
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町内各施設を光ケーブルでつなぐ

テープカットを行い完成を祝う

　諏訪下の宮之脇ミチさんが，３月２５日（火）

１００歳を迎えられました。宮之脇さんは，パラ

ディーノほたるの里に入所されています。家族の

方は「ごはんもたくさん食べるのが，健康の秘訣

なのでしょう。」と話されていました。

　本町の１００歳以上は，鶴宮園の児玉ハルさん，

新田の上之園ナツさんに次いで３人目となりまし

た。
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　町内在住者の５９歳以下（世帯主か建物

登記名義人のいずれかの年齢）の者が，町

内に住宅の用に供する住宅の新築をし，引

き続き定住する場合及び町外在住の５９歳

以下（世帯主の年齢）の者が，定住の意思

をもって町内に住宅の新築をする場合並び

に本町内に賃貸住宅を新築する場合

【交付資格】

①個人住宅の新築（適用日以降の契約から

制度期間中の完成分）　　　　　３０万円

②賃貸住宅の新築（適用日以降の契約から

制度期間中の完成分）

入居１世帯当たり　　　　　　　１０万円

　町内在住者が，新たに専業で産業の担い

手として就業し，引き続き定住する場合

【交付資格】

①第１次産業従事者

（ア）新規学卒者　　　　　　　５０万円

（イ）３５歳以下の独身者　　　３０万円

（ウ）５５歳以下の家族の世帯主４０万円

②その他産業従事者

（ア）新規学卒者　　　　　　　１０万円

（イ）４５歳以下産業後継者　　２０万円

（ウ）４５歳以下産業経営者　　３０万円

　　

　町内在住者が出産し，引き続き定住する場合。

ただし，事業所の転勤等に該当する者を除く。

【交付資格】

①第１子目を出産した場合　　　　　　５万円

②第２子目を出産した場合　　　　　１０万円

③第３子目以降を出産した場合　　　１５万円
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住宅取得対策事業

産業振興対策事業

出産祝金支給事業

４月１日付け異動（　）は旧職

▽薩摩東部地区任意合併協議会へ出向

　王子野建男（住民課長補佐兼福祉係長）

▽農業委員会農地係長　福留義和

（経済課経済係長）�

▽住民課住民年金係長　松元辰三

（住民課保健衛生係長）�

▽住民課介護保険係長　奥薗勝徳

（住民課住民年金係長）�

▽住民課保健衛生係長　大迫幹夫

（住民課介護保健係長）�

▽ふれあいセンター係長兼福祉係長

　市来浩二（ふれあいセンター係長）

▽経済課経済係長　萩木場一水

（県庁へ派遣）�

▽県庁へ派遣　柳田和房

（税務課税務係主査）�

▽税務課税務係主査　竹下和男

（農業委員会農地係）�

▽住民課福祉係　町野千鶴

（議会事務局書記）�

▽議会事務局書記　福留章乃

（川薩介護保険組合）�

▽住民課保健衛生係　橋之口美弥子

（新採）
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廃止になった事業

転入奨励対策事業，Ｕターン奨励対策事業，

ウエディングベル対策事業


